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(百万円未満切捨て)

１．2022年２月期第３四半期の連結業績（2021年３月１日～2021年11月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年２月期第３四半期 10,797 8.3 313 △21.3 208 △21.9 134 △22.4

2021年２月期第３四半期 9,971 73.5 397 － 266 － 173 －
(注) 包括利益 2022年２月期第３四半期 137百万円( △21.1％) 2021年２月期第３四半期 173百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年２月期第３四半期 22.60 －

2021年２月期第３四半期 29.26 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年２月期第３四半期 26,643 6,634 24.9

2021年２月期 28,702 6,566 22.9
(参考) 自己資本 2022年２月期第３四半期 6,634百万円 2021年２月期 6,566百万円
　

(注）当第１四半期連結会計期間の期首から、「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日
公表分）等を早期適用しております。

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年２月期 － 7.00 － 7.00 14.00

2022年２月期 － 7.00 －

2022年２月期(予想) 7.00 14.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．2022年２月期の連結業績予想（2021年３月１日～2022年２月28日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,700 1.2 800 △18.3 650 △20.1 440 △19.7 74.24
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 有

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 １社（社名） 株式会社エストラスト不動産販売 、除外 －社（社名） －
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 有

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

（注）詳細は、添付資料Ｐ.８「２.四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項
（会計方針の変更）」を確認ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年２月期３Ｑ 6,167,000株 2021年２月期 6,167,000株

② 期末自己株式数 2022年２月期３Ｑ 219,064株 2021年２月期 240,078株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年２月期３Ｑ 5,938,231株 2021年２月期３Ｑ 5,916,127株

　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、ワクチンの接種も

加速しているところではありますが、新たな変異株の出現などにより、経済の先行きは依然として不透明な状態が

続いております。

当社グループが属する不動産業界におきましては、建築コストの上昇や建設労働者不足、住宅需要の伸び悩みな

どから住宅着工戸数は弱含んで推移しており、事業環境の厳しさは強まりつつあります。しかし、その反面コロナ

禍における在宅時間の増加による住宅ニーズの高まりや、住宅ローン金利が引き続き低い水準で推移していること

などから景況は底堅く推移いたしました。

このような市場環境の中、新型コロナウイルスの感染症拡大防止に努め、山口県及び九州の主要都市を中心に不

動産事業に注力してまいりました。

当社の主力事業である不動産分譲事業では、当第３四半期連結累計期間において、収益に大きく寄与する分譲マ

ンションについては、310戸(前年同期比28戸増)の引渡が完了いたしました。山口県において展開する分譲戸建に

ついては、28戸(前年同期比７戸減)の引渡となりました。費用面においては、支払手数料などの販売費が増加いた

しました。なお、分譲マンションについては、通期引渡予定戸数424戸に対し、既に419戸の契約を締結しており、

契約進捗率は98.9%となっております。

以上の結果、売上高は10,797百万円(前年同期比8.3％増)、営業利益は313百万円（前年同期比21.3％減）、経

常利益は208百万円（前年同期比21.9％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は134百万円（前年同期比22.4％

減）を計上することとなりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

(不動産分譲事業)

不動産分譲事業におきましては、分譲マンション310戸(前年同期比28戸増)、分譲戸建28戸(前年同期比７戸減)

の引渡を行いました。また、支払手数料などの販売費が増加いたしました。

以上の結果、売上高10,071百万円（前年同期比7.8％増）、セグメント利益は841百万円（前年同期比15.1％増）

となりました。

(不動産管理事業)

不動産管理事業におきましては、当社グループの管理物件が増加し、マンション管理戸数は4,981戸（前年同期

比198戸増）となりました。

以上の結果、売上高は419百万円（前年同期比15.9％増）、セグメント利益は81百万円（前年同期比12.8％減）

となりました。

(不動産賃貸事業）

不動産賃貸事業におきましては、当社グループが保有する賃貸用不動産から安定的に収益を確保いたしました。

以上の結果、売上高は158百万円（前年同期比0.8％減）、セグメント利益は87百万円（前年同期比4.9％減）と

なりました。

(その他)

その他附帯事業として、仕掛販売用不動産の売却等を行った結果、売上高は147百万円（前年同期比38.3％増）、

セグメント利益は66百万円（前年同期比59.5％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

(資産)

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べて2,058百万円減少し、26,643百万円とな

りました。このうち流動資産は、前連結会計年度末に比べて2,043百万円減少し、24,049百万円となり、固定資産

は、前連結会計年度末に比べて14百万円減少し、2,594百万円となりました。流動資産の主な増加の要因は、現金

及び預金の増加591百万円、仕掛販売用不動産の増加827百万円であり、主な減少の要因は販売用不動産の減少

3,556百万円であります。また、固定資産の主な増加の要因は、土地の増加144百万円、主な減少の要因は投資その

他の資産の減少163百万円、減価償却の進捗によるものであります。
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(負債)

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べて2,126百万円減少し、20,009百万円とな

りました。このうち流動負債は、前連結会計年度末に比べて1,986百万円減少し、12,330百万円となり、固定負債

は、前連結会計年度末に比べて140百万円減少し、7,679百万円となりました。流動負債の主な増加の要因は、前受

金の増加2,563百万円であり、主な減少の要因は、支払手形及び買掛金の減少1,241百万円、短期借入金の減少

2,812百万円であります。また、固定負債の主な増加の要因は、社債の増加360百万円であり、主な減少の要因は、

長期借入金の減少501百万円であります。

(純資産)

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べて68百万円増加し、6,634百万円となり

ました。主な増加の要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上等により利益剰余金が49百万円増加したこ

とであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、概ね想定どおりに推移していることから、2021年４月９日の「2021年２月期 決

算短信」で公表いたしました通期の連結業績予想から変更はありません。

なお、本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で

あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,318 6,910

受取手形及び売掛金 68 77

販売用不動産 5,771 2,214

仕掛販売用不動産 13,570 14,397

その他 363 448

流動資産合計 26,092 24,049

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,212 1,247

減価償却累計額 △335 △373

建物及び構築物（純額） 876 873

土地 1,294 1,439

その他 70 78

減価償却累計額 △49 △54

その他（純額） 20 23

有形固定資産合計 2,191 2,336

無形固定資産 0 4

投資その他の資産

その他 458 295

貸倒引当金 △41 △41

投資その他の資産合計 416 253

固定資産合計 2,609 2,594

資産合計 28,702 26,643
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年11月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,327 86

1年内償還予定の社債 140 140

短期借入金 10,758 7,946

未払法人税等 176 6

前受金 1,245 3,808

賞与引当金 7 －

株主優待引当金 11 －

その他 650 342

流動負債合計 14,316 12,330

固定負債

社債 920 1,280

長期借入金 6,626 6,125

退職給付に係る負債 27 24

その他 245 249

固定負債合計 7,819 7,679

負債合計 22,135 20,009

純資産の部

株主資本

資本金 736 736

資本剰余金 606 606

利益剰余金 5,410 5,460

自己株式 △183 △167

株主資本合計 6,569 6,634

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △2 △0

その他の包括利益累計額合計 △2 △0

純資産合計 6,566 6,634

負債純資産合計 28,702 26,643
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年３月１日
　至 2020年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年３月１日
　至 2021年11月30日)

売上高 9,971 10,797

売上原価 8,179 8,888

売上総利益 1,792 1,909

販売費及び一般管理費 1,394 1,596

営業利益 397 313

営業外収益

業務受託料 5 4

違約金収入 29 6

受取遅延損害金 － 10

その他 6 9

営業外収益合計 41 31

営業外費用

支払利息 125 102

保険解約損 － 20

その他 47 13

営業外費用合計 172 136

経常利益 266 208

特別損失

投資有価証券評価損 － 4

特別損失合計 － 4

税金等調整前四半期純利益 266 203

法人税、住民税及び事業税 86 43

法人税等調整額 7 26

法人税等合計 93 69

四半期純利益 173 134

親会社株主に帰属する四半期純利益 173 134
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年３月１日
　至 2020年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年３月１日
　至 2021年11月30日)

四半期純利益 173 134

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 0 2

その他の包括利益合計 0 2

四半期包括利益 173 137

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 173 137

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2020年３月１日 至 2020年11月30日)

　 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年５月27日
定時株主総会

普通株式 41 7.00 2020年２月29日 2020年５月28日 利益剰余金

2020年10月９日
取締役会

普通株式 41 7.00 2020年８月31日 2020年11月６日 利益剰余金

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2021年３月１日 至 2021年11月30日)

　 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年５月28日
定時株主総会

普通株式 41 7.00 2021年２月28日 2021年５月31日 利益剰余金

2021年10月８日
取締役会

普通株式 41 7.00 2021年８月31日 2021年11月８日 利益剰余金

（会計方針の変更）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当

該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより、不動産

分譲事業において、従来、販売促進費として販売費及び一般管理費に計上していた、顧客に支払われる対価の一部

を、売上高から控除して表示する方法に変更しております。当該会計方針の変更は、原則として遡及適用され、前

年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。

この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第３四半期連結累計期間の売上高、販売費及び一般管理費がそれぞれ

99百万円減少しますが、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益については変更ありません。また、前

連結会計年度の期首の純資産に与える影響もありません。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2020年３月１日 至 2020年11月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

不動産
分譲事業

不動産
管理事業

不動産
賃貸事業

計

売上高

外部顧客への売上高 9,342 361 160 9,864 106 9,971 － 9,971

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 11 3 15 0 15 △15 －

計 9,342 373 163 9,879 106 9,986 △15 9,971

セグメント利益 730 93 92 916 41 957 △560 397

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、その他附帯事業等を含んでおりま

す。

２．セグメント利益の調整額△560百万円には、セグメント間取引消去又は振替高１百万円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△561百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一

般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2021年３月１日 至 2021年11月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

不動産
分譲事業

不動産
管理事業

不動産
賃貸事業

計

売上高

外部顧客への売上高 10,071 419 158 10,649 147 10,797 － 10,797

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 6 1 8 － 8 △8 －

計 10,071 425 160 10,657 147 10,805 △8 10,797

セグメント利益 841 81 87 1,010 66 1,077 △763 313

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、その他附帯事業等を含んでおりま

　 す。

２．セグメント利益の調整額△763百万円には、セグメント間取引消去又は振替高10百万円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△774百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一

般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識

に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの売上高の算定方法を同様に変更しております。セグメ

ント利益又は損失については変更ありません。

　なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の売上高の算定方法により作成したも

のを記載しております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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３．その他

（１）生産、受注及び販売の状況

①生産実績

該当事項はありません。

②契約実績

当連結会計年度の契約実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

前第３四半期連結累計期間
（自 2020年３月１日
至 2020年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2021年３月１日

　 至 2021年11月30日） 前期比（％）

件数 契約高（百万円) 件数 契約高（百万円)

不動産分譲事業

　分譲マンション 378 12,064 374 11,665 △3.3

　分譲戸建 40 1,107 39 1,073 △3.0

合 計 418 13,171 413 12,738 △3.3

(注) １．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．件数については、戸数を表示しております。

３．不動産管理事業、不動産賃貸事業及びその他の事業においては、事業の性質上記載を省略しております。

当期連結会計年度の契約残高をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

前第３四半期連結累計期間
（自 2020年３月１日
至 2020年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2021年３月１日
至 2021年11月30日） 前期比（％）

件数 契約高（百万円) 件数 契約高（百万円)

不動産分譲事業

　分譲マンション 333 10,865 363 12,156 11.9

　分譲戸建 8 229 15 448 95.9

合 計 341 11,094 378 12,605 13.6

(注) １．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．件数については、戸数を表示しております。

３．不動産管理事業、不動産賃貸事業及びその他の事業においては、事業の性質上記載を省略しております。

③販売実績

当連結会計年度の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

前第３四半期連結累計期間
（自 2020年３月１日
至 2020年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2021年３月１日
至 2021年11月30日） 前期比（％）

件数 販売高（百万円) 件数 販売高（百万円)

不動産分譲事業

　分譲マンション 282 8,412 310 9,331 10.9

　分譲戸建 35 930 28 739 △20.5

　不動産分譲事業計 317 9,342 338 10,071 7.8

不動産管理事業 － 361 － 419 15.9

不動産賃貸事業 － 160 － 158 △0.8

そ の 他 － 106 － 147 38.3

合 計 317 9,971 338 10,797 8.3

(注) １．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．件数については、戸数を表示しております。

３．セグメント間の取引については、相殺消去しております。

　


